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事業評価について

■ダム等の事後評価について

国土交通省所管公共事業の完了後の事後評価実施要領（平成２３年４月１日施
行）より抜粋

「ダム等の管理に係るフォローアップ制度」の対象となるダム事業において、当
該制度に基づいた手続きが行われる場合については、本要領に基づく事後評価の
手続きが行われたものとして位置付けるものとする。

また、その結果については、事業評価監視委員会に報告する。

‐ 事後評価の視点は以下のとおり ‐（事後評価実施要領より）

（1）費用対効果の算定基礎となった要因の変化
（2）事業の効果の発現状況（定期報告書に記載）
（3）事業実施による環境の変化（定期報告書に記載）
（4）社会情勢の変化（定期報告書に記載）
（5）今後の事業評価の必要性
（6）改善措置の必要性
（7）同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手方の見直しの必要性
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公共事業の効率性及びその実施過程の透明性の一層の向上を図ることを目的として事業
の評価を実施する。

建設時

完成後5年

・費用対効果等の確認
・事業効果、環境・社会経済情勢変化の確認
・今後の課題、改善措置の確認 等

事業評価制度

再評価（森吉山ダムH21年度実施）

事後評価（森吉山ダムH28年度実施）

事業評価監視委員会

報告

事業完了（森吉山ダムH24.3完成）

森吉山ダムについては、平成21年度に再評価を実施。その後、平成24年3月にダム事業が
完了し、平成24年4月より管理に移行している。
平成28年度は、ダム完成後５年目となり事後評価の対象となっている。

森吉山ダム建設事業の事後評価 2
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事業の概要
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1.1 米代川流域および森吉山ダム流域の概要 森吉山ダム位置

• 米代川は、その源を秋田県、青森
県及び岩手県の３県境に位置する
中岳（標高1,024m）に発し、一旦、

岩手県を南下した後、その向きを
西に変えて秋田県に入り、大湯川
等の支川を合わせながら、大館盆
地を貫流し、能代市二ツ井町付近
で阿仁川及び藤琴川等の支川を
合わせ、能代市において日本海に
注ぐ、幹川流路延長136km、流域
面積4,100km2 の一級河川である。

• 森吉山ダムのある小又川は、柴倉
岳（EL.1,202m）に源を発し、森吉ダ

ム、森吉山ダムをとおり、阿仁川
に合流している。 森吉山ダム集水域

5



1.2 過去の災害実績 米代川における主な洪水

• 戦後最大規模の大洪水となった昭和47年7月洪水は、前線による降雨により、流域全体に総雨
量100mmを超す雨を降らせ、藤里で726mm、比立内で443mmを記録している。

• 近年では、平成19年9月洪水、平成21年7月洪水により被害が発生している。

発生

年月日
原因

二ツ井
上流雨量
(mm/24hr)

二ツ井地点実績
主な

被害地域
被 害 状 況

最高
水位
(m)

最大
流量
(m3/s)

昭和22年
8月 3日 前線 101 6.85 4,900 能代市

死者10名 負傷者 10名
家屋の流出･倒壊, 112戸
家屋の浸水 6,203戸

田畑浸水 27,973ha
公共被害 848ヶ所

昭和26年
7月21日 前線 145 6.52 4,400 能代市

死者 4名 負傷者 2名
家屋の流出･倒壊 145戸
家屋の浸水 7,366戸

田畑浸水 10,199ha
公共被害 879ヶ所

昭和30年
6月25日 前線 107 6.08 5,300 能代市

死者･負傷者なし
家屋の流出･倒壊 6戸
家屋の浸水 1,602戸

田畑浸水 9,533ha
公共被害 416ヶ所

昭和47年
7月 9日 前線 186 7.96 6,800 能代市・

旧二ツ井町

死者･負傷者なし
家屋の流出･倒壊10,951戸

田畑浸水 8,288ha
公共被害 186ヶ所

昭和55年
4月 6日 融雪

鷹巣観測
所
90

7.28 5,200 旧鷹巣町・
旧二ツ井町

死者･負傷者なし
家屋の流出･倒壊 なし
家屋の浸水 289戸

田畑浸水 1,731ha
公共被害 439ヶ所

平成10年
6月26日 前線 134 5.70 3,700 旧鷹巣町・

旧二ツ井町

死者･負傷者なし
家屋の流出･倒壊 なし
家屋の浸水 27戸

田畑浸水 1,347ha
公共被害 119ヶ所

平成19年
9月17日 前線 179 8.07 5,800 能代市・

北秋田市

死者 1名 負傷者 5名
行方不明 1名
家屋の流出・倒壊 224戸
家屋の浸水 636戸

田畑浸水 2,640ha
公共被害 433ヶ所

平成21年
7月19日 前線 159 6.23 4,700 能代市・

北秋田市

負傷者 2名
家屋の流出・倒壊 2戸
家屋の浸水 66戸

田畑浸水 22ha
公共被害 345ヶ所

平成25年
8月9日

低気
圧

116 4.29 3,000 大館市・
鹿角市

家屋の流出・倒壊 16戸
家屋の浸水 655戸 田畑浸水 350ha

昭和47年7月洪水による被災状況
（能代市又右ェ門橋付近）

平成19年9月洪水による被災状況
（能代市二ツ井町麻生）
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1.2 過去の災害実績 米代川における主な渇水

• 米代川における主な渇水は、広範囲にわたり深刻な被害をもたらした昭和48年渇水をはじめ、
昭和53年、平成元年、4年、11年、19年、27年と頻繁に発生している。

• 平成27年7月渇水では、森吉山ダム補給により、阿仁川及び米代川の流量低下を軽減した。

平成27年7月渇水（二ツ井地点）

北鹿新聞 平成27年7月16日

年 渇水名 内 容 被害状況

昭和48年 昭和48年渇水
（7/24～7/31）

空梅雨による少雨の為､二ツ井
地点で正常流量45m3/sを下回
り14m3/sとなった。

今泉揚水機他1ヶ所が取水不能となる。
能代市水道で塩水遡上があり､上水に
混じったが給水制限はなかった。

昭和53年 昭和53年7,8月渇水
（7/27～8/15）

異常高温と日照りの為､昭和48
年以来の渇水となり､二ツ井地
点で正常流量45m3/sを下回り､
20m3/sとなった。

水位低下により取水困難箇所が続出し､
河口付近では満潮時に海水が遡上し、
取水障害が生じた。

平成元年
平成元年8月渇水
（7/31～8/28）

二ツ井地点で正常流量45m3/s
を下回る14m3/sとなり注意が呼

びかけられた。

大館地区では農作物への影響が心配
され､能代市では､用水不足3,000ha､亀
裂は1,445haにのぼり､異例の能代山本
干ばつ本部が設置された。

平成4年 平成4年7月渇水
（7/15～7/18）

二ツ井地点で正常流量45m3/s
を下回る34m3/sとなった。

旧合川町（北秋田市）では8ヶ所のため
池の平均貯水量が平年の15%に落ち
込んだ。旧鷹巣町（北秋田市）では一部
の水田に亀裂が生じた。畑作物にも品
質低下が生じた。

平成11年 平成11年8月渇水
（8/6～8/21）

二ツ井地点で正常流量45m3/s
を下回る39m3/sとなった。

上小阿仁村では水道に断水が生じた。
大館市では水田に亀裂が生じた｡畑作
物にも枯死や品質低下が生じた｡

平成19年 平成19年7月渇水
（7/25～8/3）

二ツ井地点で正常流量45m3/s
を下回る31m3/sとなった。

鷹巣地区で水田への取水が不能となっ
た。

平成27年 平成27年7月渇水
（7/10～7/17）

森吉山ダムからの補給により、
二ツ井地点の流量は42m3/s※
となった。

鷹巣地区より上流で水田への取水が
困難となった。

※二ツ井地点の正常流量は45m3/sであるが、森吉山ダムからは42m3/sまで補給する計画となっている。

米代川
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1.3 森吉山ダムの概要 事業の経緯

年月 事業内容等

昭和48年04月 阿仁川ダム調査事務所開設、実施計画調査に着手

昭和49年07月 米代川改修計画策定

昭和61年04月 「阿仁川ダム工事事務所」に改称、建設採択

昭和62年04月 「建設省所管事業に係わる環境影響評価」を実施

昭和63年02月 「森吉山ダムの建設に関する基本計画」告示

平成元年03月 下流工事用道路基本協定締結、工事着手

平成03年06月 「森吉山ダム建設事業に伴う一般補償に関する協定」締結及び
基準の妥結調印

平成08年07月 全戸移転完了（貯水池・付替道路・貯水池上流合計200戸）

平成12年06月 「森吉山ダムの建設に関する基本計画（第一回変更）」告示

平成14年03月 ダム本体工事に着手

平成15年11月 小又川を仮排水トンネルで切替（転流）

平成17年06月 森吉山ダム定礎式

平成18年10月 洪水吐コンクリート打設完了

平成19年08月 堤体盛立完了

平成20年05月 付替県道全線開通

平成22年01月 試験湛水開始

平成23年01月 試験湛水終了

平成24年02月 「森吉山ダムの建設に関する基本計画（第二回変更）」告示

平成24年03月 森吉山ダム竣工

平成24年04月 森吉山ダム管理支所開所 管理開始

• 昭和47年7月、米代川戦後最大の大

洪水が発生し、計画変更の契機と
なった。

• 洪水の頻発及び流域の開発状況に
鑑み、昭和48年に「米代川水系工事

実施基本計画」を改定、森吉山ダム
が上流ダム群の一つとして位置づけ
られた。

• 平成14年4月に「米代川水系河川整
備基本方針」、平成17年3月に策定さ

れた「米代川水系河川整備計画（大
臣管理区間）」で森吉山ダムは位置
づけられている。

• 昭和48年度から実施計画調査を開
始し、昭和61年度に森吉山ダム建設
事業に着手した。

• 平成24年3月に建設事業が完了し、
同年4月から管理が開始されている。
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1.4 森吉山ダムの目的 ダムの諸元と目的

洪水調節

流水の正常な機能の維持

かんがい用水

水道用水

発電

ダム地点の計画高水流量2,300m3/sのうち、2,200m3/sの洪水流量を貯留する。

下流の既得用水の補給等、流水の正常な機能の維持と増進を図る。

阿仁川沿川に広がる約２００haの農地に対するかんがい用水の補給を行う。

北秋田市に対し、一日最大9,500m3の水道用水の供給を可能にする。

ダム建設に伴い新設される森吉発電所において、最大出力11,200kwの発電を行う。
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費用対効果分析の算定基礎
となった要因の変化

2.1 費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化 10



2.1 費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化（コスト比較）

• 森吉山ダムは昭和４８年４月に実施計画調査に着手し、平成１４年３月に本体建設工事に着手

• その後、平成２１年７月にダム建設事業の再評価が実施され、平成２４年２月に基本計画（第２
回変更）が告示された。

• ダム建設は平成２４年３月に完了し、「国土交通省所管公共事業の完了後の事後評価実施要
領」に準じて、完了後５年以内に事後評価を行うものである。

• 事業再評価時点、事後評価時点における事業費並びに工期は下表に示すとおりである。
• 事後評価時点の総事業費は、平成28年3月30日本省水管理・国土保全局より各整備局河川調

査官あて通知「費用便益分析の費用算定における消費税の取扱について」により、工事費およ
び間接経費の消費税を控除して算出した。

項目
事業再評価時点
（平成21年度）

事後評価時点
（平成28年度）

備考

総事業費 約1,750億円 約1,669億円
平成21年は消費税込、平成28年は
消費税控除後の金額（平成28年の
消費税控除前の金額は約1,715億円）

河川分
(内治水分）

約1,705億円
（内治水分

約1,272億円）

約1,625億円
（内治水分

約1,213億円）

河川分：97.4％
（内治水分：72.7％）

工期 昭和48年～平成23年 昭和48年～平成23年

治水分

72.7％

流水正常

24.7％

かんがい0.7%
水道 0.6%
発電 1.3%
合計 2.6%

河川分
24.7+72.7
=97.4%
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2.1 費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化（コスト縮減の取り組み）

• 森吉山ダム建設にあたっては、計画、設計、施工の段階において以下に示すような方策によりコ
ストの削減に努めている。

• その結果、総事業費1,750億円に対して2.6%のコスト縮減を図った。

◆建設事業に係るコスト縮減の取り組み

項目 区分 縮減対策 縮減額 備考
1 本体 設計・施工 上流仮締切の配置変更 26百万円
2 本体 設計・施工 基礎地盤標高の見直し 600百万円
3 本体 設計・施工 洪水吐き設計の見直し 400百万円
4 本体 施工 仕上げ掘削の機械化施工 300百万円
5 本体 設計・施工 低品質材の有効活用 300百万円
6 本体 設計・施工 洪水吐打設施工リフト厚の合理化 40百万円
7 本体 設計・施工 グラウチング範囲の見直し 500百万円
8 付替道路 計画・設計 付替道路のルート変更 1,600百万円
9 付替道路 計画・設計 付替道路の橋梁設計の見直し 70百万円
10 補償 調査 埋蔵文化財発掘調査範囲の見直し 800百万円

合 計 4,636百万円
（2.6%減）
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2.1 費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化（コスト縮減の取り組み）

• 主なコスト縮減対策について記載する。

【仕上げ掘削の機械化施工】～３００百万円縮減

コア敷き、洪水吐、監査廊部における基礎岩盤の仕上げ掘削を高精度で掘削できる施工機械（ツインヘッダ）
により施工することでコスト縮減を図った。

◆建設事業に係るコスト縮減の取り組み
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●施工技術の進歩に伴う
機械化により精度向上



2.1 費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化（コスト縮減の取り組み）

【低品質材の有効活用】～３００百万円縮減

原石山からの原石採取にともない発生する低品質材を、下流ロックとして有効活用し、廃棄岩処理及び材料採
取量を縮減した。

◆建設事業に係るコスト縮減の取り組み
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洪水時最高水位

平常時最高貯水位

●現地で発生する低品質材を確認
したところ、内部摩擦角など問題
ないので有効活用した。



2.1 費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化（コスト・便益）

ダム建設事業に係る費用の算定
④昭和48年度～平成24年度までの事
業費（河川分）を現在価値化
⑤平成24年度～74年度（50年間）の
維持管理費（河川分）を現在価値化

総費用
（④＋⑤）

洪水調節等に係る便益の算定

①洪水調節による年平均被害軽減期
待額として算定し、現在価値化
②不特定容量※(流水の正常な機能
の維持)に係る便益を算定し、現在価
値化

総便益
（①＋②＋③）

③ダムの残存価値
（ダム＋用地）

Ｂ/Ｃ＝［①＋②＋③］／［④＋⑤］

ダム建設事業の費用対効果の算定の流れ
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※不特定容量とは、「流水の正常な機能の維持」するため必要な流量（正常流量）を補給するための容量。
不特定容量の便益は、身替り建設費（不特定容量のみの単独ダムを造った場合の建設費）を実際の整備期間（昭和48年

度～平成24年度）に森吉山ダムの総事業費のトレンドで割り振ったものである。
（平成22年11月24日 本省通知「ダムの不特定容量の便益算定について」）



洪水により破堤

床上浸水

床下浸水

水深が浅くなることで被害が軽減

堤防整備やダム建設などによる
氾濫量の減少に伴い浸水深が低
下し、被害額が軽減

2.1 費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化（①洪水調節による年平均被害軽減期待額の算定）

事業前の被害額を算出 → 事業後に被害がなくなる → 効果（便益）

※効果は確率規模毎に算定

事業により、氾濫域が減少

洪水により破堤

1/20規模の浸水エリア

1/50規模の浸水エリア

1/100規模の浸水エリア

事業実施前 事業実施後 浸水エリア面積、浸水深が
小さくなる。

堤防整備等による
はん濫域の減少に
より被害額を軽減

被害軽減効果の算定イメージ
（事業を実施しない場合の被害額－事業を実施した場合の被害額）

1/ 5規模の洪水の被害軽減効果 207億円

1/10規模の洪水の被害軽減効果 339億円

1/20規模の洪水の被害軽減効果 354億円

1/50規模の洪水の被害軽減効果 907億円

1/100規模の洪水の被害軽減効果 985億円

1/10規模の浸水エリア

1/5規模の浸水エリア

1/50規模の浸水エリア

1/100規模の浸水エリア

1/10規模の浸水エリア

1/5規模の浸水エリア

1/20規模の浸水エリア

氾濫域減少のイメージ
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2.1 費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化（①洪水調節による年平均被害軽減期待額の算定）

(単位：百万円)

確率規模
年平均
超過確率

区間平均
被害額

区間確率
年平均
被害額

年平均被害額の
累計＝

年平均被害軽減期待額

①
事業を実施
しない場合

②
事業を実施
した場合

③
被害軽減額

(①－②)

1/2 0.500 0 0 0
10,337 0.3000 3,101 3,101

1/5 0.200 27,466 6,792 20,674
27,297 0.1000 2,730 5,831

1/10 0.1000 47,207 13,288 33,919
34,665 0.0500 1,733 7,564

1/20 0.0500 65,285 29,875 35,410
63,503 0.0300 1,892 9,456

1/50 0.0200 245,377 154,682 90,695
94,619 0.0100 946 10,402

1/100 0.0100 329,988 231,445 98,543

10,402

洪水により破堤
洪水により破堤 被害額 653億円

1/20規模の浸水エリア

被害額2,454億円
1/50規模の浸水エリア

被害額3,300億円
1/100規模の浸水エリア

事業実施前 事業実施後

被害額 472億円
1/10規模の浸水エリア

被害額 275億円
1/5規模の浸水エリア

被害額 299億円
1/20規模の浸水エリア（減少）

被害額1,547億円
1/50規模の浸水エリア（減少）

被害額2,315億円
1/100規模の浸水エリア（減少）

被害額 133億円
1/10規模の浸水エリア（減少）

被害額 68億円
1/5規模の浸水エリア（減少）

被害が207億円軽減

被害が339億円軽減

被害が354億円軽減

被害が907億円軽減

被害が985億円軽減
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2.1 費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化（①洪水調節による年平均被害軽減期待額の算定） 18

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

0.0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6

被
害
軽

減
額
（
百
万

円
）

確率

0.01
（1/100）

0.02
（1/50） 0.05

（1/20）

（1/10） （1/5） （1/2）

確率規模
年平均
超過確率

区間平均
被害額

区間確率
年平均
被害額

年平均被害額の
累計＝

年平均被害軽減期待額

①
事業を実施
しない場合

②
事業を実施
した場合

③
被害軽減額

(①－②)

1/2 0.500 0 0 0
10,337 0.3000 3,101 3,101

1/5 0.200 27,466 6,792 20,674
27,297 0.1000 2,730 5,831

1/10 0.1000 47,207 13,288 33,919
34,665 0.0500 1,733 7,564

1/20 0.0500 65,285 29,875 35,410
63,503 0.0300 1,892 9,456

1/50 0.0200 245,377 154,682 90,695
94,619 0.0100 946 10,402

1/100 0.0100 329,988 231,445 98,543

10,402

①②③④
⑤

①

②

③

④

⑤

20,674百万円

33,919百万円
35,410百万円

90,695百万円

98,543百万円

(単位：百万円)

年平均被害軽減期待額の算定
１年で期待できる洪水被害軽減額のことで、①～⑤の面積を合計することで求められる。



2.1 費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化（③ダムの残存価値） 19

評価期間終了時点（将来）の残存価値を、評価時点の価格に現在価値化して算出する

残存価値：将来において施設および用地が有している価値

ダ ム
法定耐用年数による減価償却（定額
法）の考え方を用い，評価対象期間終
了時点の残存価値を算定

用 地
評価対象期間終了時点まで価値は低
下しない

  49

1

0
50 04.01 










S

S

t
t

S

k
K

  49

1

0

1

50 04.0180
5019.0 













 


S

S

t
t

S

d
D

  49

1

0

1

04.01
1.0 









S

S

t
td

残存価値評価項目 残存価値の考え方 計算式

dt：ダムの建設費のうち、用地費、補償費、間接経費、工事諸費を除く毎年の建設費
kt：毎年の用地費

・ 用 地
Σkt＝ 12,154百万円

・ ダ ム
Σdt＝ 93,345百万円

現在価値化
6,991百万円

2,081百万円

9,072百万円×0.974＝8,837百万円
（デフレーター処理後）

（デフレーター処理後）

■ダムの残存価値



2.1 費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化（コスト・便益）

ダム建設事業に係る費用の算定
④昭和48年度～平成24年度までの
事業費（河川分）を現在価値化

約3,258億円
⑤平成24年度～74年度（50年間）の
維持管理費（河川分）を現在価値化

約74億円

総費用（④＋⑤）
Ｃ:約3,332億円

洪水調節等に係る便益の算定

①洪水調節による年平均被害軽減
期待額として算定し、現在価値化

約2,719億円
②不特定容量※(流水の正常な機能
の維持)に係る便益を算定し、現在価
値化 約2,007億円

総便益（①＋②＋③）
Ｂ:約4,814億円

③ダムの残存価値
約88億円

Ｂ/Ｃ＝1.44 ≒ 1.4

費用対効果の算定根拠

項目
事業再評価時（H21）

Ｂ／Ｃ

事後評価時（H28）
Ｂ／Ｃ

備 考

事業全体 １．４３ １．４４

費用対効果（Ｂ／Ｃ）一覧表

20

※総便益、総費用とも「億円表示」であるが
費用対効果算定は「１円単位」で実施



様
式

－
５

費
用

対
効

果
（

不
特

定
考

慮
）

水
系

名
：

米
代

川
　

河
川

名
：

森
吉

山
ダ

ム
下

流
（

米
代

川
,
阿

仁
川

,
小

又
川

）
　

地
区

名
：

森
吉

山
ダ

ム
　

（
百

万
円

）
（

百
万

円
）

計

森
吉

山
ダ

ム
身

替
り

建
設

費
合

計
現

在
価

値
（

①
＋

②
）

ダ
ム

ダ
ム
(
デ
フ
レ
ー
タ
ー
換
算
)

現
在

価
値

費
用

現
在

価
値

費
用

現
在

価
値

昭
和

4
8
年

-
4
3

0
1
6
8

1
6
8

9
0
6

1
2
4

2
7
2

1
,
4
7
1

1
2
4

1
,
4
7
1

昭
和

4
9
年

-
4
2

0
2
1
3

2
1
3

1
,
1
0
7

1
9
3

3
4
6

1
,
7
9
6

1
9
3

1
,
7
9
6

昭
和

5
0
年

-
4
1

0
1
6
8

1
6
8

8
3
9

1
5
7

2
7
3

1
,
3
6
3

1
5
7

1
,
3
6
3

昭
和

5
1
年

-
4
0

0
1
5
2

1
5
2

7
2
9

1
5
1

2
4
6

1
,
1
8
3

1
5
1

1
,
1
8
3

昭
和

5
2
年

-
3
9

0
1
6
6

1
6
6

7
6
8

1
7
4

2
7
0

1
,
2
4
6

1
7
4

1
,
2
4
6

昭
和

5
3
年

-
3
8

0
1
6
6

1
6
6

7
3
7

1
8
6

2
7
0

1
,
1
9
7

1
8
6

1
,
1
9
7

昭
和

5
4
年

-
3
7

0
1
5
8

1
5
8

6
7
6

1
9
3

2
5
7

1
,
0
9
8

1
9
3

1
,
0
9
8

昭
和

5
5
年

-
3
6

0
1
4
1

1
4
1

5
8
0

1
9
0

2
3
0

9
4
2

1
9
0

9
4
2

昭
和

5
6
年

-
3
5

0
1
4
0

1
4
0

5
5
1

1
9
1

2
2
7

8
9
5

1
9
1

8
9
5

昭
和

5
7
年

-
3
4

0
1
4
6

1
4
6

5
5
6

2
0
2

2
3
8

9
0
2

2
0
2

9
0
2

昭
和

5
8
年

-
3
3

0
1
5
0

1
5
0

5
4
7

2
0
6

2
4
3

8
8
8

2
0
6

8
8
8

昭
和

5
9
年

-
3
2

0
1
9
9

1
9
9

6
9
9

2
7
8

3
2
4

1
,
1
3
5

2
7
8

1
,
1
3
5

昭
和

6
0
年

-
3
1

0
2
1
4

2
1
4

7
2
3

2
9
4

3
4
8

1
,
1
7
3

2
9
4

1
,
1
7
3

昭
和

6
1
年

-
3
0

0
2
2
8

2
2
8

7
3
8

3
1
4

3
6
9

1
,
1
9
8

3
1
4

1
,
1
9
8

昭
和

6
2
年

-
2
9

0
5
4
9

5
4
9

1
,
7
1
1

7
6
7

8
9
1

2
,
7
7
8

7
6
7

2
,
7
7
8

昭
和

6
3
年

-
2
8

0
8
8
9

8
8
9

2
,
6
6
6

1
,
2
7
6

1
,
4
4
3

4
,
3
2
8

1
,
2
7
6

4
,
3
2
8

平
成

元
年

-
2
7

0
1
,
1
4
9

1
,
1
4
9

3
,
3
1
4

1
,
7
3
2

1
,
8
6
6

5
,
3
8
0

1
,
7
3
2

5
,
3
8
0

平
成
2
年

-
2
6

0
1
,
0
0
6

1
,
0
0
6

2
,
7
9
0

1
,
5
7
8

1
,
6
3
3

4
,
5
2
9

1
,
5
7
8

4
,
5
2
9

平
成
3
年

-
2
5

0
2
,
2
5
1

2
,
2
5
1

6
,
0
0
0

3
,
6
2
3

3
,
6
5
4

9
,
7
4
0

3
,
6
2
3

9
,
7
4
0

平
成
4
年

-
2
4

0
3
,
5
8
2

3
,
5
8
2

9
,
1
8
2

5
,
8
2
6

5
,
8
1
5

1
4
,
9
0
5

5
,
8
2
6

1
4
,
9
0
5

平
成
5
年

-
2
3

0
5
,
1
5
2

5
,
1
5
2

1
2
,
6
9
8

8
,
3
8
7

8
,
3
6
3

2
0
,
6
1
3

8
,
3
8
7

2
0
,
6
1
3

平
成
6
年

-
2
2

0
6
,
4
6
0

6
,
4
6
0

1
5
,
3
1
0

1
0
,
5
0
7

1
0
,
4
8
7

2
4
,
8
5
4

1
0
,
5
0
7

2
4
,
8
5
4

平
成
7
年

-
2
1

0
6
,
2
3
3

6
,
2
3
3

1
4
,
2
0
4

1
0
,
1
3
8

1
0
,
1
1
9

2
3
,
0
5
8

1
0
,
1
3
8

2
3
,
0
5
8

平
成
8
年

-
2
0

0
3
,
9
4
6

3
,
9
4
6

8
,
6
4
6

6
,
3
9
9

6
,
4
0
5

1
4
,
0
3
5

6
,
3
9
9

1
4
,
0
3
5

平
成
9
年

-
1
9

0
1
,
4
4
9

1
,
4
4
9

3
,
0
5
3

2
,
3
6
5

2
,
3
5
2

4
,
9
5
5

2
,
3
6
5

4
,
9
5
5

平
成

1
0
年

-
1
8

0
2
,
2
2
8

2
,
2
2
8

4
,
5
1
3

3
,
5
7
6

3
,
6
1
6

7
,
3
2
6

3
,
5
7
6

7
,
3
2
6

平
成

1
1
年

-
1
7

0
3
,
0
3
3

3
,
0
3
3

5
,
9
0
7

4
,
8
0
7

4
,
9
2
3

9
,
5
8
9

4
,
8
0
7

9
,
5
8
9

平
成

1
2
年

-
1
6

0
3
,
9
6
4

3
,
9
6
4

7
,
4
2
5

6
,
3
0
8

6
,
4
3
6

1
2
,
0
5
4

6
,
3
0
8

1
2
,
0
5
4

平
成

1
3
年

-
1
5

0
4
,
9
9
4

4
,
9
9
4

8
,
9
9
4

7
,
7
5
6

8
,
1
0
7

1
4
,
6
0
0

7
,
7
5
6

1
4
,
6
0
0

平
成

1
4
年

-
1
4

0
5
,
7
6
9

5
,
7
6
9

9
,
9
9
0

8
,
7
9
2

9
,
3
6
5

1
6
,
2
1
7

8
,
7
9
2

1
6
,
2
1
7

平
成

1
5
年

-
1
3

0
8
,
4
8
0

8
,
4
8
0

1
4
,
1
2
0

1
2
,
8
8
5

1
3
,
7
6
6

2
2
,
9
2
2

1
2
,
8
8
5

2
2
,
9
2
2

平
成

1
6
年

-
1
2

0
7
,
9
5
6

7
,
9
5
6

1
2
,
7
3
8

1
2
,
1
1
3

1
2
,
9
1
6

2
0
,
6
7
9

1
2
,
1
1
3

2
0
,
6
7
9

平
成

1
7
年

-
1
1

0
9
,
9
2
6

9
,
9
2
6

1
5
,
2
8
1

1
5
,
1
7
3

1
6
,
1
1
3

2
4
,
8
0
6

1
5
,
1
7
3

2
4
,
8
0
6

平
成

1
8
年

-
1
0

0
8
,
5
9
8

8
,
5
9
8

1
2
,
7
2
7

1
3
,
3
0
0

1
3
,
9
5
7

2
0
,
6
6
0

1
3
,
3
0
0

2
0
,
6
6
0

平
成

1
9
年

-
9

0
5
,
5
2
0

5
,
5
2
0

7
,
8
5
7

8
,
6
4
9

8
,
9
6
1

1
2
,
7
5
5

8
,
6
4
9

1
2
,
7
5
5

平
成

2
0
年

-
8

0
4
,
6
4
1

4
,
6
4
1

6
,
3
5
2

7
,
4
3
4

7
,
5
3
4

1
0
,
3
1
1

7
,
4
3
4

1
0
,
3
1
1

平
成

2
1
年

-
7

0
1
,
8
0
6

1
,
8
0
6

2
,
3
7
7

2
,
8
0
0

2
,
9
3
2

3
,
8
5
9

2
,
8
0
0

3
,
8
5
9

平
成

2
2
年

-
6

0
5
4
2

5
4
2

6
8
5

8
4
3

8
7
9

1
,
1
1
2

8
4
3

1
,
1
1
2

平
成

2
3
年

-
5

0
1
,
5
6
1

1
,
5
6
1

1
,
8
9
9

2
,
4
7
2

2
,
5
3
4

3
,
0
8
3

2
,
4
7
2

3
,
0
8
3

平
成

2
4
年

-
4

1
0
,
4
0
2

1
0
4

1
0
,
5
0
6

1
2
,
2
9
1

1
6
2

1
6
9

1
9
8

2
6
7

3
1
2

4
2
8

5
1
0

平
成

2
5
年

-
3

1
0
,
4
0
2

1
0
,
4
0
2

1
1
,
7
0
1

2
9
9

3
3
6

2
9
9

3
3
6

平
成

2
6
年

-
2

1
0
,
4
0
2

1
0
,
4
0
2

1
1
,
2
5
1

2
8
0

3
0
2

2
8
0

3
0
2

平
成

2
7
年

-
1

1
0
,
4
0
2

1
0
,
4
0
2

1
0
,
8
1
8

2
8
0

2
9
1

2
8
0

2
9
1

平
成

2
8
年

0
1
0
,
4
0
2

1
0
,
4
0
2

1
0
,
4
0
2

2
8
1

2
8
1

2
8
1

2
8
1

平
成

2
9
年

1
1
0
,
4
0
2

1
0
,
4
0
2

1
0
,
0
0
2

2
8
1

2
7
0

2
8
1

2
7
0

平
成

3
0
年

2
1
0
,
4
0
2

1
0
,
4
0
2

9
,
6
1
7

2
8
1

2
6
0

2
8
1

2
6
0

平
成

3
1
年

3
1
0
,
4
0
2

1
0
,
4
0
2

9
,
2
4
7

2
8
1

2
5
0

2
8
1

2
5
0

平
成

3
2
年

4
1
0
,
4
0
2

1
0
,
4
0
2

8
,
8
9
2

2
8
1

2
4
0

2
8
1

2
4
0

平
成

3
3
年

5
1
0
,
4
0
2

1
0
,
4
0
2

8
,
5
5
0

2
8
1

2
3
1

2
8
1

2
3
1

平
成

3
4
年

6
1
0
,
4
0
2

1
0
,
4
0
2

8
,
2
2
1

2
8
1

2
2
2

2
8
1

2
2
2

平
成

3
5
年

7
1
0
,
4
0
2

1
0
,
4
0
2

7
,
9
0
5

2
8
1

2
1
4

2
8
1

2
1
4

平
成

3
6
年

8
1
0
,
4
0
2

1
0
,
4
0
2

7
,
6
0
1

2
8
1

2
0
5

2
8
1

2
0
5

平
成

3
7
年

9
1
0
,
4
0
2

1
0
,
4
0
2

7
,
3
0
8

2
8
1

1
9
7

2
8
1

1
9
7

平
成

3
8
年

1
0

1
0
,
4
0
2

1
0
,
4
0
2

7
,
0
2
7

2
8
1

1
9
0

2
8
1

1
9
0

平
成

3
9
年

1
1

1
0
,
4
0
2

1
0
,
4
0
2

6
,
7
5
7

2
8
1

1
8
3

2
8
1

1
8
3

平
成

4
0
年

1
2

1
0
,
4
0
2

1
0
,
4
0
2

6
,
4
9
7

2
8
1

1
7
6

2
8
1

1
7
6

平
成

4
1
年

1
3

1
0
,
4
0
2

1
0
,
4
0
2

6
,
2
4
7

2
8
1

1
6
9

2
8
1

1
6
9

平
成

4
2
年

1
4

1
0
,
4
0
2

1
0
,
4
0
2

6
,
0
0
7

2
8
1

1
6
2

2
8
1

1
6
2

平
成

4
3
年

1
5

1
0
,
4
0
2

1
0
,
4
0
2

5
,
7
7
6

2
8
1

1
5
6

2
8
1

1
5
6

平
成

4
4
年

1
6

1
0
,
4
0
2

1
0
,
4
0
2

5
,
5
5
4

2
8
1

1
5
0

2
8
1

1
5
0

平
成

4
5
年

1
7

1
0
,
4
0
2

1
0
,
4
0
2

5
,
3
4
0

2
8
1

1
4
4

2
8
1

1
4
4

平
成

4
6
年

1
8

1
0
,
4
0
2

1
0
,
4
0
2

5
,
1
3
5

2
8
1

1
3
9

2
8
1

1
3
9

平
成

4
7
年

1
9

1
0
,
4
0
2

1
0
,
4
0
2

4
,
9
3
7

2
8
1

1
3
3

2
8
1

1
3
3

平
成

4
8
年

2
0

1
0
,
4
0
2

1
0
,
4
0
2

4
,
7
4
7

2
8
1

1
2
8

2
8
1

1
2
8

平
成

4
9
年

2
1

1
0
,
4
0
2

1
0
,
4
0
2

4
,
5
6
5

2
8
1

1
2
3

2
8
1

1
2
3

平
成

5
0
年

2
2

1
0
,
4
0
2

1
0
,
4
0
2

4
,
3
8
9

2
8
1

1
1
9

2
8
1

1
1
9

平
成

5
1
年

2
3

1
0
,
4
0
2

1
0
,
4
0
2

4
,
2
2
0

2
8
1

1
1
4

2
8
1

1
1
4

平
成

5
2
年

2
4

1
0
,
4
0
2

1
0
,
4
0
2

4
,
0
5
8

2
8
1

1
1
0

2
8
1

1
1
0

平
成

5
3
年

2
5

1
0
,
4
0
2

1
0
,
4
0
2

3
,
9
0
2

2
8
1

1
0
5

2
8
1

1
0
5

平
成

5
4
年

2
6

1
0
,
4
0
2

1
0
,
4
0
2

3
,
7
5
2

2
8
1

1
0
1

2
8
1

1
0
1

平
成

5
5
年

2
7

1
0
,
4
0
2

1
0
,
4
0
2

3
,
6
0
8

2
8
1

9
7

2
8
1

9
7

平
成

5
6
年

2
8

1
0
,
4
0
2

1
0
,
4
0
2

3
,
4
6
9

2
8
1

9
4

2
8
1

9
4

平
成

5
7
年

2
9

1
0
,
4
0
2

1
0
,
4
0
2

3
,
3
3
5

2
8
1

9
0

2
8
1

9
0

平
成

5
8
年

3
0

1
0
,
4
0
2

1
0
,
4
0
2

3
,
2
0
7

2
8
1

8
7

2
8
1

8
7

平
成

5
9
年

3
1

1
0
,
4
0
2

1
0
,
4
0
2

3
,
0
8
4

2
8
1

8
3

2
8
1

8
3

平
成

6
0
年

3
2

1
0
,
4
0
2

1
0
,
4
0
2

2
,
9
6
5

2
8
1

8
0

2
8
1

8
0

平
成

6
1
年

3
3

1
0
,
4
0
2

1
0
,
4
0
2

2
,
8
5
1

2
8
1

7
7

2
8
1

7
7

平
成

6
2
年

3
4

1
0
,
4
0
2

1
0
,
4
0
2

2
,
7
4
1

2
8
1

7
4

2
8
1

7
4

平
成

6
3
年

3
5

1
0
,
4
0
2

1
0
,
4
0
2

2
,
6
3
6

2
8
1

7
1

2
8
1

7
1

平
成

6
4
年

3
6

1
0
,
4
0
2

1
0
,
4
0
2

2
,
5
3
5

2
8
1

6
8

2
8
1

6
8

平
成

6
5
年

3
7

1
0
,
4
0
2

1
0
,
4
0
2

2
,
4
3
7

2
8
1

6
6

2
8
1

6
6

平
成

6
6
年

3
8

1
0
,
4
0
2

1
0
,
4
0
2

2
,
3
4
3

2
8
1

6
3

2
8
1

6
3

平
成

6
7
年

3
9

1
0
,
4
0
2

1
0
,
4
0
2

2
,
2
5
3

2
8
1

6
1

2
8
1

6
1

平
成

6
8
年

4
0

1
0
,
4
0
2

1
0
,
4
0
2

2
,
1
6
7

2
8
1

5
9

2
8
1

5
9

平
成

6
9
年

4
1

1
0
,
4
0
2

1
0
,
4
0
2

2
,
0
8
3

2
8
1

5
6

2
8
1

5
6

平
成

7
0
年

4
2

1
0
,
4
0
2

1
0
,
4
0
2

2
,
0
0
3

2
8
1

5
4

2
8
1

5
4

平
成

7
1
年

4
3

1
0
,
4
0
2

1
0
,
4
0
2

1
,
9
2
6

2
8
1

5
2

2
8
1

5
2

平
成

7
2
年

4
4

1
0
,
4
0
2

1
0
,
4
0
2

1
,
8
5
2

2
8
1

5
0

2
8
1

5
0

平
成

7
3
年

4
5

1
0
,
4
0
2

1
0
,
4
0
2

1
,
7
8
1

2
8
1

4
8

2
8
1

4
8

5
2
0
,
1
0
0

1
0
4
,
1
9
9

6
2
4
,
2
9
9

4
7
2
,
5
8
7

8
,
8
3
7

4
8
1
,
4
2
4

1
6
2
,
5
1
8

1
6
9
,
1
5
0

3
2
5
,
8
3
3

1
4
,
0
5
3

7
,
3
4
3

1
7
6
,
5
7
2

3
3
3
,
1
7
6

1
.
4
4

1
4
8
,
2
4
8

年
度

t
便

　
　

益

残
存

価
値

②

合
　

計

施設完成後の評価期間（50年）

便
益

①

整　備　期　間　（39年）

費
　

　
用

純
現

在
価

値
Ｂ

－
Ｃ

費
用

便
益

比
Ｂ

/
Ｃ

建
設

費
③

維
持

管
理

費
④

計
（

③
＋

④
）

2.2 費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化（費用対効果の算出） 21

③残存価値

8,837百万円→

①＋②
洪水調節等に係る便益

472,587百万円→

総費用Ｃ（④＋⑤）

333,176百万円→

総便益Ｂ（①＋②＋③）

481,424百万円→

費用対効果Ｂ／Ｃ
＝１．４４

④ダム建設費（河川分）

325,833百万円→

⑤維持管理費（河川分）

7,343百万円→

評価基準年H28年度

②不特定容量に係る便益

200,718百万円
①洪水調節による年平均被害軽減期待額

50年分の合計 271,869百万円

※総便益、総費用とも「百万円表示」であるが
費用対効果算定は「１円単位」で実施



2.2 今後の事業評価の必要性（案）
2.3 改善措置の必要性（案）
2.4 同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直し等の必要性（案）

【今後の事業評価の必要性（案）】

• 「森吉山ダム建設事業」は充分効果を発現しているものと判断され、今後の事業評価の必要性
はないと考えられる。

【改善措置の必要性（案）】

• 現時点では、「森吉山ダム建設事業」に対する改善措置の必要性はない。

• 継続してモニタリングを実施し、フォローアップ委員会へ報告していく。

【同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直し等の必要性（案）】

• 同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直し等の必要性については特にない。
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